
(57)【要約】

【課題】　椎体を輪郭付けするためのガイド（１０）と

ブレード（２０）を提供する。

【解決手段】　ガイドは、２つの椎骨部材の間に取り付

けられる大きさになっており、ブレードを受け入れるた

めの一対のエッジ（１２、１４）を含んでいる。一対の

エッジは、第１エッジを第１椎骨部材と整列させ、第２

エッジを第２椎骨部材と整列させるために、ある距離だ

け離間している。ブレードは一対のアーム（２４、２５

）を有しており、少なくともその一方には切削エッジ（

２２）が設けられている。アームは、それぞれ一対のエ

ッジ内に嵌る大きさになっている。ブレードとガイドを

使用する段階は、２つの椎骨部材に隣接してガイドを挿

入する段階と、一対のエッジを通してアームを挿入し、

部材の端部を輪郭付けする段階を含んでいる。各アーム

の遠位端に切削エッジが設けられている実施形態では、

２つの椎骨部材が同時に輪郭付けされる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 椎 骨 部 材 及 び 第 ２ 椎 骨 部 材 を 輪 郭 付 け す る た め の 装 置 に お い て 、
　 所 定 の 距 離 だ け 離 間 し た 第 １ エ ッ ジ 及 び 第 ２ エ ッ ジ を 備 え 、 ２ つ の 椎 骨 部 材 に 隣 接 し て
配 置 さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る ガ イ ド と 、
　 そ れ ぞ れ 遠 位 端 に 切 削 エ ッ ジ を 有 し 、 高 さ が ガ イ ド の 高 さ よ り も 高 い 第 １ ア ー ム 及 び 第
２ ア ー ム を 備 え て い る ブ レ ー ド で あ っ て 、 前 記 第 １ ア ー ム と 前 記 第 ２ ア ー ム は 所 定 の 距 離
だ け 離 間 し て お り 、 前 記 第 １ ア ー ム は 前 記 第 １ エ ッ ジ よ り も 長 さ が 短 く 、 前 記 第 ２ ア ー ム
は 前 記 第 ２ エ ッ ジ よ り も 長 さ が 短 く 、 前 記 切 削 エ ッ ジ を 第 １ 椎 骨 部 材 及 び 第 ２ 椎 骨 部 材 に
接 触 さ せ た 状 態 で 前 記 ブ レ ー ド を 前 記 第 １ エ ッ ジ 及 び 前 記 第 ２ エ ッ ジ に 沿 っ て 前 後 に 動 か
し て 、 第 １ 椎 骨 部 材 及 び 第 ２ 椎 骨 部 材 を 輪 郭 付 け す る よ う に 構 成 さ れ て い る ブ レ ー ド と
を 備 え て い る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 開 口 部 の 前 記 第 １ エ ッ ジ と 前 記 第 ２ エ ッ ジ は 同 一 長 さ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ エ ッ ジ と 前 記 第 ２ エ ッ ジ は 、 前 記 ガ イ ド 内 の １ つ の 開 口 部 で 形 成 さ れ て い る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ エ ッ ジ は 前 記 ガ イ ド の 第 １ エ ッ ジ に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 第 １ ス ロ ッ ト を 構 成 し
、 前 記 第 ２ エ ッ ジ は 前 記 ガ イ ド の 第 ２ エ ッ ジ に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 第 ２ ス ロ ッ ト を 構 成 す
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ 椎 骨 部 材 と 第 ２ 椎 骨 部 材 と を 離 間 さ せ る た め に 前 記 ガ イ ド の 後 面 か ら 外 向 き に 伸 張
し て お り 、 前 記 第 １ エ ッ ジ と 前 記 第 ２ エ ッ ジ と の 間 に 配 置 さ れ て い る ス ペ ー サ を 更 に 備 え
て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 実 質 的 に 同 一 の 形 状 と 大 き さ を 有 す る 、 前 記 後 面 か ら 外 向 き に 伸 張 し
て い る ２ つ の 伸 長 部 を 備 え て い る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 第 １ 椎 骨 部 材 に 接 触 す る 第 １ 面 と 、 第 ２ 椎 骨 部 材 に 接 触 す る 第 ２ 面 を
有 し 、 前 記 第 １ 面 及 び 前 記 第 ２ 面 は 前 記 第 １ エ ッ ジ 及 び 前 記 第 ２ エ ッ ジ と 平 行 で あ る 、 請
求 項 ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 第 １ 椎 骨 部 材 に 接 触 す る 第 １ 面 と 、 第 ２ 椎 骨 部 材 に 接 触 す る 第 ２ 面 を
有 し 、 前 記 第 １ 面 及 び 第 ２ 面 は 前 記 第 １ エ ッ ジ 及 び 前 記 第 ２ エ ッ ジ に 対 し て 垂 直 で あ る 、
請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 複 数 の 傾 斜 エ ッ ジ か ら 成 る ギ ザ ギ ザ 状 の 面 を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項
５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ガ イ ド に 取 り 付 け ら れ た ハ ン ド ル を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ガ イ ド は 、 前 記 ガ イ ド を 第 １ 椎 骨 部 材 及 び 第 ２ 椎 骨 部 材 に 取 り 付 け る た め の 締 結 具
を 受 け 入 れ る 大 き さ に な っ た ア パ ー チ ャ を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ブ レ ー ド の 前 記 第 １ ア ー ム と 前 記 第 ２ ア ー ム は 平 行 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ブ レ ー ド は 、 単 一 の 材 料 片 か ら 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 前 記 第 １ エ ッ ジ と 前 記 第 ２ エ ッ ジ の 端 部 に 配 置 さ れ た 停 止 エ ッ ジ を 更 に 備 え て い る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 患 者 体 内 の 椎 骨 部 材 に 前 処 置 を 施 す た め の ガ イ ド に お い て 、
　 椎 骨 部 材 に 向 け て 配 置 さ れ る 後 面 と 、 椎 骨 部 材 か ら 外 向 き に 配 置 さ れ る 前 面 と 、 前 記 前
面 と 前 記 後 面 と の 間 に 伸 張 す る 側 面 と 、 を 有 す る 本 体 と 、
　 椎 骨 部 材 の 間 に 挿 入 す る た め 前 記 後 面 か ら 外 向 き に 伸 張 し て い る ス ペ ー サ と 、
　 そ れ ぞ れ 前 記 前 面 か ら 後 面 ま で 、 互 い に 平 行 に 伸 張 し て い る 第 １ エ ッ ジ 及 び 第 ２ エ ッ ジ
と 、
　 前 記 本 体 の 側 面 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ 端 部 と 、 グ リ ッ プ を 有 し 前 記 第 １ 端 部 か ら 離 れ た
位 置 に あ る 第 ２ 端 部 と を 有 す る 細 長 い ハ ン ド ル と 、 を 備 え て い る ガ イ ド 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 グ リ ッ プ は 前 記 ガ イ ド と 中 心 が ず れ て い る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 第 １ 椎 骨 部 材 及 び 第 ２ 椎 骨 部 材 を 輪 郭 付 け す る た め の 装 置 に お い て 、
　 第 １ 椎 骨 部 材 及 び 第 ２ 椎 骨 部 材 の 間 に 伸 張 す る 長 さ を 有 す る ガ イ ド で あ っ て 、
　 　 　 平 行 に 整 列 し 、 ガ イ ド の 高 さ を 貫 通 し て 伸 張 し 、 所 定 の 距 離 だ け 互 い に 離 間 し て い
　 　 る 第 １ エ ッ ジ 及 び 第 ２ エ ッ ジ と 、
　 　 　 前 記 ガ イ ド の 後 面 か ら 外 向 き に 伸 張 し 、 第 １ 椎 骨 部 材 に 接 触 す る 第 １ 面 と 、 第 ２ 椎
　 　 骨 部 材 に 接 触 す る 第 ２ 面 と を 有 し て お り 、 前 記 第 １ 面 及 び 前 記 第 ２ 面 が 前 記 所 定 の 距
　 　 離 よ り も 短 い 距 離 だ け 離 れ て い る よ う に 形 成 さ れ て い る ス ペ ー サ と 、
を 備 え て い る ガ イ ド 、 及 び
　 第 １ 切 削 面 を 備 え た 第 １ ア ー ム と 、 第 ２ 切 削 面 を 備 え た 第 ２ ア ー ム と を 有 し て お り 、 前
記 第 １ ア ー ム と 前 記 第 ２ ア ー ム と が 平 行 に 整 列 し 、 そ れ ぞ れ 高 さ が ガ イ ド の 高 さ よ り も 高
く な っ て い る ブ レ ー ド 、
を 備 え て い る 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 前 記 ガ イ ド の 前 記 後 面 か ら 外 向 き に 伸 張 し て い る １ つ の プ ロ ン グ を 備
え て い る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 前 記 ガ イ ド の 後 面 か ら 外 向 き に 伸 張 し て い る 一 対 の プ ロ ン グ を 備 え て
い る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ エ ッ ジ 及 び 前 記 第 ２ エ ッ ジ は 、 前 記 ガ イ ド の 高 さ を 貫 通 し て 形 成 さ れ た １ つ の
開 口 部 内 に 含 ま れ て い る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 椎 骨 部 材 を 輪 郭 付 け す る た め の 装 置 に お い て 、
　 椎 骨 部 材 に 向 け て 配 置 さ れ る 後 面 と 、 椎 骨 部 材 か ら 外 向 き に 配 置 さ れ る 前 面 と を 有 す る
本 体 、
　 そ れ ぞ れ 前 記 本 体 の 前 記 後 面 と 前 記 前 面 と の 間 で 前 記 本 体 を 貫 通 し て 伸 張 し て い る 第 １
エ ッ ジ 及 び 第 ２ エ ッ ジ 、 及 び 、
　 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム を 有 す る ブ レ ー ド で あ っ て 、 前 記 第 １ ア ー ム が 前 記 前 面 と 前 記
後 面 と の 間 の 距 離 よ り も 長 い 長 さ を 有 し 、 遠 位 側 エ ッ ジ に 沿 っ て 切 削 面 を 有 し て お り 、 前
記 第 ２ ア ー ム が 前 記 第 １ ア ー ム よ り も 短 く 、 前 記 第 １ エ ッ ジ 及 び 前 記 第 ２ エ ッ ジ と 接 触 す
る た め の 接 触 面 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い る ブ レ ー ド 、
を 備 え て い る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 ス パ ン 部 材 が 前 記 第 １ ア ー ム と 前 記 第 ２ ア ー ム と の 間 に 伸 張 し 、 前 記 第 １ ア ー ム 及 び 前
記 第 ２ ア ー ム を 所 定 の 距 離 だ け 離 間 さ せ て い る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
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　 前 記 第 １ ア ー ム と 前 記 第 ２ ア ー ム は 、 前 記 第 １ エ ッ ジ と 前 記 第 ２ エ ッ ジ と の 間 よ り も 長
い 距 離 離 間 し て い る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 第 １ 椎 骨 部 材 及 び 第 ２ 椎 骨 部 材 を 輪 郭 付 け す る 方 法 に お い て 、
　 ガ イ ド を 、 前 記 ガ イ ド の 第 １ エ ッ ジ を 第 １ 椎 骨 部 材 に 対 し て 整 列 さ せ 、 前 記 ガ イ ド の 第
２ エ ッ ジ を 第 ２ 椎 骨 部 材 に 対 し て 整 列 さ せ る こ と に よ り 、 椎 骨 部 材 に 沿 っ て 整 列 さ せ る 段
階 と 、
　 第 １ ア ー ム と 第 １ 切 削 エ ッ ジ を 前 記 第 １ エ ッ ジ 内 に 伸 張 さ せ 、 第 ２ ア ー ム と 第 ２ 切 削 エ
ッ ジ を 前 記 第 ２ エ ッ ジ 内 に 伸 張 さ せ た 状 態 で 、 ブ レ ー ド を 前 記 ガ イ ド に 挿 入 す る 段 階 と 、
　 第 １ 椎 骨 部 材 に 沿 っ て 前 記 第 １ 切 削 エ ッ ジ を 動 か し 、 第 ２ 椎 骨 部 材 に 沿 っ て 前 記 第 ２ 切
削 エ ッ ジ を 動 か す こ と に よ り 、 椎 骨 部 材 を 同 時 に 輪 郭 付 け す る 段 階 と 、
か ら 成 る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 同 時 に 椎 骨 部 材 を 輪 郭 付 け す る 段 階 の 間 、 前 記 ガ イ ド を 椎 体 に 対 し て 保 持 す る 段 階
を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 ガ イ ド を ハ ン ド ル に 取 り 付 け 、 前 記 ハ ン ド ル を 動 か す こ と に よ り 前 記 ガ イ ド を 操 作
す る 段 階 を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 ガ イ ド を ハ ン ド ル に 取 り 付 け 、 前 記 ガ イ ド が 椎 骨 部 材 に 接 触 し て い る こ と を 触 覚 的
に 感 じ 取 る 段 階 を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 第 １ 椎 骨 部 材 及 び 第 ２ 椎 骨 部 材 を 輪 郭 付 け す る 方 法 に お い て 、
　 第 １ エ ッ ジ 及 び 第 ２ エ ッ ジ を 備 え て い る ガ イ ド を 椎 骨 部 材 に 沿 っ て 整 列 さ せ る 段 階 と 、
　 第 １ ブ レ ー ド ア ー ム を 前 記 第 １ エ ッ ジ に 押 し 当 て て 配 置 し て 、 ブ レ ー ド の 切 削 エ ッ ジ を
第 １ 椎 骨 部 材 に 対 し て 位 置 決 め す る 段 階 と 、
　 前 記 ブ レ ー ド の 切 削 エ ッ ジ を 第 １ 椎 骨 部 材 に 接 触 さ せ た 状 態 で 、 前 記 第 １ ブ レ ー ド ア ー
ム を 前 記 第 １ エ ッ ジ に 沿 っ て 動 か す こ と に よ り 、 第 １ 椎 骨 部 材 を 輪 郭 付 け す る 段 階 と 、
　 前 記 第 １ ブ レ ー ド ア ー ム を 前 記 第 ２ エ ッ ジ に 押 し 当 て て 配 置 し て 、 前 記 ブ レ ー ド の 切 削
エ ッ ジ を 第 ２ 椎 骨 部 材 に 対 し て 位 置 決 め す る 段 階 と 、
　 前 記 ブ レ ー ド の 切 削 エ ッ ジ を 前 記 第 ２ 椎 骨 部 材 に 接 触 さ せ た 状 態 で 、 前 記 第 １ ブ レ ー ド
ア ー ム を 前 記 第 ２ エ ッ ジ に 沿 っ て 動 か す こ と に よ り 、 前 記 第 ２ 椎 骨 部 材 を 輪 郭 付 け す る 段
階 と
か ら 成 る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 ガ イ ド を 椎 骨 部 材 に 取 り 付 け る 段 階 を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 第 １ ブ レ ー ド ア ー ム を 前 記 ガ イ ド 上 の 停 止 エ ッ ジ に 接 触 さ せ て 、 輪 郭 付 け の 横 方 向
の 範 囲 を 制 御 す る 段 階 を 更 に 含 ん で い る 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 １ つ 又 は そ れ 以 上 の 椎 骨 部 材 を 前 処 置 す る 装 置 及 び 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 の 外 科 処 置 で は 、 し ば し ば 外 科 医 に 相 当 な 技 術 が 求 め ら れ る 。 外 科 処 置 に は 、 高 速
の 機 器 を 使 用 し な が ら 手 で 細 か い 操 作 を 行 う こ と が 含 ま れ る 。 一 例 を 挙 げ る と 、 介 在 装 置
を 受 け 入 れ る た め に 椎 骨 部 材 の 相 対 す る 面 に 前 処 置 を 施 す こ と 、 例 え ば 、 移 植 片 又 は 椎 骨
間 固 定 装 置 を 受 け 入 れ る た め に 隣 り 合 う 脊 椎 の 終 板 に 前 処 置 を 施 す こ と が 含 ま れ る 。 各 終
板 は 、 外 科 医 が 保 持 し て 操 作 す る 切 削 器 具 を 使 っ て 輪 郭 付 け （ contouring） さ れ 成 形 さ れ
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る 。 外 科 医 は 、 手 で 切 削 器 具 を 案 内 す る が 、 終 板 が 確 実 に 正 し く 輪 郭 付 け さ れ る の は 外 科
医 の 経 験 と 訓 練 に か か っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 外 科 医 が 、 椎 骨 部 材 そ れ ぞ れ に つ い て 求 め ら れ る 輪 郭 付 け と 成 形 の 量 を 判 断 す る の は 、
難 し い か も し れ な い 。 外 科 医 は 、 試 行 錯 誤 的 な 定 型 的 手 順 を 行 い 、 一 方 の 面 又 は 両 方 の 面
か ら 第 １ 量 の 物 質 を 除 去 し 、 介 在 装 置 を 受 け 入 れ る の に 間 隔 が 適 切 で あ る か 否 か を 判 断 す
る 。 間 隔 が 適 切 で な け れ ば 、 外 科 医 は 一 方 又 は 両 方 の 面 か ら 追 加 の 量 を 除 去 す る 。 適 量 が
除 去 さ れ 、 表 面 が 適 切 に 前 処 理 さ れ る ま で こ の 定 型 的 手 順 が 続 け ら れ る 。 外 科 医 は 、 何 れ
の 面 か ら も 除 去 し 過 ぎ な い よ う に 注 意 し 、 除 去 量 を 少 し ず つ 増 や し て い く よ う に す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 １ つ 又 は そ れ 以 上 の 椎 骨 部 材 を 前 処 置 す る 装 置 及 び 方 法 に 着 眼 し て い る 。 本
装 置 は 、 第 １ 椎 骨 部 材 に 対 し て 整 列 さ せ る た め の 第 １ エ ッ ジ と 、 第 ２ 椎 骨 部 材 に 対 し て 整
列 さ せ る た め の 第 ２ エ ッ ジ を 有 す る ガ イ ド を 含 ん で い る 。 エ ッ ジ の 実 施 形 態 と し て は 、 ガ
イ ド 内 の 個 別 の ス ロ ッ ト の 一 部 で あ っ て も 、 露 出 し た エ ッ ジ で あ っ て も 、 各 ス ロ ッ ト の 部
分 の 間 を 伸 長 す る 開 口 部 で 接 続 さ れ た も の で も よ い し 、 或 い は １ つ の 大 き な 開 口 部 の 部 分
で あ っ て も よ い 。 ブ レ ー ド は 、 椎 骨 部 材 を 輪 郭 付 け す る た め 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ に 挿 入 さ
れ る 。 ブ レ ー ド は 、 遠 位 端 に 第 １ 切 削 エ ッ ジ を 有 す る 第 １ ア ー ム と 、 遠 位 端 に 第 ２ 切 削 エ
ッ ジ を 有 す る 第 ２ ア ー ム を 含 ん で い る 。 ア ー ム は 、 両 方 の ブ レ ー ド が ガ イ ド 内 に あ っ て 、
同 時 に 椎 体 を 輪 郭 付 け す る よ う に 、 ガ イ ド に 対 応 す る 大 き さ と 間 隔 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 或 る 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド は 、 椎 骨 部 材 の 間 に 取 り 付 け る た め の 、 後 面 か ら 外 向 き に 伸
長 す る ス ペ ー サ を 含 ん で い る 。 ス ペ ー サ は 、 用 途 次 第 で 、 １ つ の プ ロ ン グ を 含 ん で い て も
よ い し 、 又 は 多 数 の プ ロ ン グ を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 或 る 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド は ハ ン ド ル に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 外 科 医 は 、 手 に
視 界 を 遮 ら れ る こ と な く 、 椎 骨 部 材 に 対 し て ガ イ ド を 位 置 決 め す る こ と が で き る 。 更 に 、
ガ イ ド は 、 外 科 医 が 保 持 す る に は 小 さ す ぎ る が 、 し っ か り と 握 れ る よ う に な る 。 ハ ン ド ル
は 、 外 科 処 置 の 間 に 外 科 医 が ガ イ ド の 感 触 を 得 ら れ る よ う に も し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 或 る 実 施 形 態 で は 、 ブ レ ー ド は 、 切 削 エ ッ ジ を 有 す る 第 １ ア ー ム と 、 切 削 エ ッ ジ を 有 し
て い な い 第 ２ ア ー ム を 含 ん で い る 。 ブ レ ー ド は 、 椎 骨 部 材 に 対 し て 正 し い 位 置 に 切 削 エ ッ
ジ を 位 置 決 め す る た め に 、 基 準 エ ッ ジ に 接 触 し て い る ガ イ ド ア ー ム に よ り 機 能 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 椎 体 を 輪 郭 付 け す る た め の ガ イ ド １ ０ と ブ レ ー ド ２ ０ に 着 眼 し て い る 。 ガ イ
ド １ ０ は 、 ２ つ の 椎 骨 部 材 の 間 に 取 り 付 け ら れ る 大 き さ で あ り 、 図 １ に 示 す よ う に ブ レ ー
ド ２ ０ を 受 け 入 れ る た め の 一 対 の エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ を 有 し て い る 。 一 対 の エ ッ ジ １ ２ 、 １
４ は 、 第 １ エ ッ ジ １ ２ が 第 １ 椎 骨 部 材 と 整 列 し 、 第 ２ エ ッ ジ １ ４ が 第 ２ 椎 骨 部 材 と 整 列 す
る よ う に 、 或 る 距 離 だ け 離 し て 設 け ら れ て い る 。 ブ レ ー ド ２ ０ は 、 一 対 の エ ッ ジ １ ２ 、 １
４ そ れ ぞ れ の 中 に 嵌 る 大 き さ の 一 対 の 切 削 エ ッ ジ ２ ２ を 含 ん で い る 。 切 削 エ ッ ジ ２ ２ は 、
一 対 の ア ー ム ２ ４ の 遠 位 端 に 配 置 さ れ 、 近 位 端 に は マ ウ ン ト ２ ６ が 配 置 さ れ て い る 。 ブ レ
ー ド ２ ０ と ガ イ ド １ ０ を 使 用 す る 段 階 は 、 ガ イ ド １ ０ を ２ つ の 椎 骨 部 材 に 隣 接 し て 挿 入 す
る 段 階 と 、 一 対 の エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ を 通 し て ブ レ ー ド ２ ０ を 挿 入 す る 段 階 と か ら 成 る 。 エ
ッ ジ １ ２ 、 １ ４ は 、 ブ レ ー ド が 部 材 の 中 で 動 い て 部 材 を 輪 郭 付 け で き る 大 き さ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ガ イ ド １ ０ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の よ う な 硬 い 材 料 で 構 成 さ れ て い る 。 ガ イ ド １ ０ は 、 第 １
及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ が 、 ブ レ ー ド を 椎 骨 部 材 に 対 し て 正 し い 配 置 に 位 置 決 め し て 、
輪 郭 付 け 作 業 中 に ブ レ ー ド ２ ０ を 支 持 で き る 大 き さ で あ る 。 ガ イ ド １ ０ は 、 輪 郭 付 け 処 置
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を 実 行 す る た め に 、 ２ つ の 椎 骨 部 材 を 或 る 適 当 な 距 離 だ け 離 し て 配 置 す る ス ペ ー サ と し て
も 働 く 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド １ ０ は 一 体 の 部 材 で 構 築 さ れ る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、
ガ イ ド １ ０ は ２ つ 又 は そ れ 以 上 の 異 な る 部 分 か ら 成 る 組 み 立 て 部 品 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ は 、 ガ イ ド １ ０ 内 を 伸 長 し て 、 椎 骨 部 材 の 輪 郭 付 け の 間
、 ブ レ ー ド ２ ０ を 位 置 決 め し 、 支 持 す る 。 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第
２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ は 、 そ れ ぞ れ ス ロ ッ ト １ ３ 、 １ ５ の 一 部 で あ り 、 ブ レ ー ド ２ ０ を 受 け
入 れ る 幅 を 有 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ は 、 ス ロ ッ ト
１ ３ 、 １ ５ の 内 部 又 は 外 部 エ ッ ジ の 何 れ か で あ る 。 ス ロ ッ ト １ ３ 、 １ ５ は 、 輪 郭 付 け 工 程
の 間 に ブ レ ー ド ２ ０ が 作 動 す る 余 裕 を 提 供 す る た め に 、 ブ レ ー ド ２ ０ よ り も 長 さ と 幅 が 大
き く な っ て い る 。 ス ロ ッ ト １ ３ 、 １ ５ は 、 ブ レ ー ド ２ ０ が 前 後 上 下 に 往 復 運 動 で き る 大 き
さ 、 又 は 当 該 技 術 で 周 知 の 様 々 な 他 の 切 削 技 法 に 適 し た 大 き さ に な っ て い る 。 ス ロ ッ ト １
３ 、 １ ５ は 、 椎 骨 部 材 に 対 し て 整 列 さ せ る た め の 様 々 な 幅 を 有 し て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ エ
ッ ジ １ ２ 、 １ ４ は 、 特 定 の 用 途 に 合 わ せ て 様 々 な 形 状 と す る こ と が で き る 。 図 １ 及 び 図 ２
に 示 す 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ は 、 隣 り 合 う 椎 骨 部 材 の 平 行 な 端 部
を 輪 郭 付 け す る た め 平 行 に な っ て い る 。 図 １ 及 び 図 ２ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ
ジ １ ２ 、 １ ４ は 、 ま っ す ぐ で あ る 。 し か し な が ら 、 用 途 次 第 で 、 他 の 実 施 形 態 は 、 湾 曲 し
た エ ッ ジ 及 び ギ ザ ギ ザ の エ ッ ジ 等 を 有 し て い る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 ブ レ ー ド ２ ０ は エ ッ
ジ １ ２ 、 １ ４ の 形 状 に 一 致 す る よ う に 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 実 施 形 態 に よ っ て は 、 第 １ エ ッ ジ １ ２ と 第 ２ エ ッ ジ １ ４ の 間 に 開 口 部 １ ６ が 伸 長 し て い
る も の も あ る 。 開 口 部 １ ６ は 、 外 科 医 が 輪 郭 付 け 工 程 を 目 で 観 察 で き る 大 き さ に な っ て い
る 。 開 口 部 １ ６ は 、 更 に 、 輪 郭 付 け 工 程 の 間 に 洗 浄 し て 骨 を 取 り 出 す た め 椎 骨 部 材 に ア ク
セ ス で き る よ う に し て い る 。 開 口 部 １ ６ は 、 用 途 次 第 で 様 々 な 大 き さ と 形 状 に す る こ と が
で き る 。 開 口 部 １ ６ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ を 含
む よ う に 伸 張 し て い て も よ い 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 開 口 部 １ ６ は 、 第 １ エ ッ ジ １ ２ と 第 ２
エ ッ ジ １ ４ の 間 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う な 或 る 実 施 形 態 で は 、 椎 骨 部 材 の 間 に 間 隔 を 設 け る た め 、 ガ イ
ド １ ０ の 後 面 か ら ス ペ ー サ ３ ０ が 伸 張 し て い る 。 ス ペ ー サ ３ ０ は 、 椎 骨 部 材 の 間 に 嵌 り 、
所 定 の 距 離 だ け 両 者 を 離 す た め に 様 々 な 形 状 を 有 し て い る 。 ス ペ ー サ ３ ０ は 、 輪 郭 付 け の
間 に 椎 骨 部 材 へ の ア ク セ ス を 邪 魔 し な い よ う に 、 第 １ エ ッ ジ １ ２ と 第 ２ エ ッ ジ １ ４ の 間 に
間 隔 を 空 け て 設 け ら れ て い る 。 別 の 言 い 方 を す れ ば 、 第 １ エ ッ ジ １ ２ と 第 ２ エ ッ ジ １ ４ の
間 の 距 離 は 、 ス ペ ー サ ３ ０ の 幅 に 略 等 し い か 又 は そ れ よ り 大 き い 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 第
１ エ ッ ジ １ ２ と 第 ２ エ ッ ジ １ ４ の 間 の 距 離 は 、 基 準 エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ が 椎 骨 部 材 の エ ッ ジ
と 整 列 し 、 少 量 だ け 輪 郭 付 け が で き る よ う に 、 ス ペ ー サ ３ ０ の 幅 と 略 同 じ で あ る 。 別 の 実
施 形 態 で は 、 第 １ エ ッ ジ １ ２ と 第 ２ エ ッ ジ １ ４ の 間 の 距 離 は 、 基 準 エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ が 更
に 椎 骨 部 材 上 に 整 列 し て 大 量 の 輪 郭 付 け が で き る よ う に 、 ス ペ ー サ ３ ０ の 幅 よ り も 大 き く
な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 或 る 実 施 形 態 で は 、 ス ペ ー サ ３ ０ は 、 ガ イ ド １ ０ か ら 外 向 き に 伸 張
す る ２ つ の プ ロ ン グ ３ ２ を 含 ん で い る 。 各 プ ロ ン グ は 、 ガ イ ド １ ０ が 、 不 用 意 に 椎 骨 部 材
の 間 か ら 動 い て し ま う 可 能 性 を 減 ら す た め に 、 ギ ザ ギ ザ の エ ッ ジ ３ ４ を 含 ん で い る 。 こ の
実 施 形 態 で は 、 ギ ザ ギ ザ の エ ッ ジ が 端 部 か ら ガ イ ド 本 体 に 向 け て 傾 斜 し て お り 、 滑 ら か な
エ ッ ジ に 比 較 し て プ ロ ン グ ３ ２ の 挿 入 が 難 し く 又 は や り 辛 く な ら な い よ う に な っ て い る 。
傾 斜 し た エ ッ ジ ３ ４ は 、 椎 骨 部 材 に 引 っ か か り 、 不 用 意 な 離 脱 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ア パ ー チ ャ １ ８ は 、 ガ イ ド １ ０ を 椎 骨 部 材 に 取 り 付 け る た め に 配 置 さ れ て い る 。 ア パ ー
チ ャ １ ８ は 、 ガ イ ド １ ０ の 周 り の 様 々 な 位 置 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。 図 １ 及 び 図
２ に 示 す 或 る 実 施 形 態 で は 、 ア パ ー チ ャ １ ８ は 、 第 １ ア パ ー チ ャ が 第 １ 椎 体 と 整 列 し 、 第
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２ ア パ ー チ ャ が 第 ２ 椎 体 と 整 列 す る よ う に 、 互 い に 反 対 側 の エ ッ ジ に 設 け ら れ て い る 。 各
ア パ ー チ ャ １ ８ は 、 椎 骨 部 材 と の 接 続 の た め の 締 結 具 １ ９ を 受 け 入 れ る 大 き さ に な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 或 る 実 施 形 態 で は 、 ブ レ ー ド ２ ０ は 、 ス パ ン ２ ７ で 或 る 距 離 だ け 離 れ て 伸 張 し て い る 第
１ 及 び 第 ２ ア ー ム ２ ４ 、 ２ ５ を 備 え て い る 。 マ ウ ン ト ２ ６ は 、 駆 動 源 へ 取 り 付 け る た め 、
ア ー ム ２ ４ 、 ２ ５ の 反 対 側 に 配 置 さ れ て い る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 ア ー ム ２ ４ 、 ２ ５ は 、
遠 位 端 の 切 削 エ ッ ジ ２ ２ が 整 列 し て 椎 骨 部 材 を 同 じ 深 さ で 輪 郭 付 け す る よ う に 、 同 じ 長 さ
に な っ て い る 。 ア ー ム ２ ４ 、 ２ ５ は 、 そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ と 整 列 す る
よ う に 或 る 距 離 だ け 離 れ て い る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 ア ー ム ２ ４ 、 ２ ５ は 平 行 で 、 ス パ ン
２ ７ は 実 質 的 に 垂 直 で あ る 。 ブ レ ー ド ２ ０ の 高 さ は 、 エ ッ ジ ２ ２ と ス パ ン ２ ７ の 間 の 距 離
で あ る 。 使 用 時 、 ス パ ン ２ ７ は 、 ガ イ ド １ ０ の 前 面 に 接 し て 、 椎 骨 部 材 の 輪 郭 付 け の 深 さ
を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 或 る 実 施 形 態 で は 、 切 削 エ ッ ジ ２ ２ は 椎 骨 部 材 に 接 す る 複 数 の 個 別 の 歯 を 含 ん で い る 。
或 る 実 施 形 態 で は 、 切 削 エ ッ ジ ２ ２ は 実 質 的 に ま っ す ぐ で あ る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 切 削
エ ッ ジ ２ ２ は 弧 を 有 し て お り 、 中 間 部 分 が マ ウ ン ト ２ ６ か ら 外 向 き に 外 側 エ ッ ジ よ り も 長
い 距 離 分 伸 張 す る よ う に な っ て い る 。 弧 の 量 は 、 用 途 次 第 で 変 わ る 。 歯 の 大 き さ と 方 向 が
異 な る 他 の 型 式 の 切 削 エ ッ ジ ２ ２ も 既 知 で あ り 、 本 発 明 に 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 マ ウ ン ト ２ ６ は 、 ブ レ ー ド ２ ０ を 出 力 装 置 に 取 り 付 け る た め の も の で あ る 。 マ ウ ン ト ２
６ の 形 状 と 大 き さ は 様 々 で 、 例 え ば 図 １ に 示 す よ う に １ つ の 外 向 き に 伸 張 す る フ ィ ン で も
よ い 。 ア パ ー チ ャ ２ ８ は 、 ブ レ ー ド ２ ０ を 出 力 装 置 に 取 り 付 け る た め に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は 、 ガ イ ド １ ０ と ブ レ ー ド ２ ０ の 使 用 時 の 或 る 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 第 １ 椎 骨 部
材 ２ １ ０ と 第 ２ 椎 骨 部 材 ２ ２ ０ は 、 そ の 間 に 位 置 す る 円 板 空 間 ２ ３ ０ に よ っ て 分 離 さ れ て
い る 。 ガ イ ド １ ０ は 、 ア パ ー チ ャ １ ８ を 通 っ て 第 １ 及 び 第 ２ 椎 骨 部 材 ２ １ ０ 、 ２ ２ ０ 内 に
伸 張 す る 締 結 具 １ ９ を 介 し て 取 り 付 け ら れ て い る 。 プ ロ ン グ ３ ２ は 、 円 板 空 間 ２ ３ ０ 内 に
配 置 さ れ 、 第 １ 及 び 第 ２ 椎 骨 部 材 ２ １ ０ 、 ２ ２ ０ を 離 し て い る 。 ガ イ ド １ ０ が 取 り 付 け ら
れ る と 、 第 １ エ ッ ジ １ ２ は 第 １ 椎 骨 部 材 ２ １ ０ に 対 し て 位 置 決 め さ れ 、 第 ２ エ ッ ジ １ ４ は
第 ２ 椎 骨 部 材 ２ ２ ０ に 対 し て 位 置 決 め さ れ る 。 ブ レ ー ド ２ ０ は 、 第 １ ア ー ム ２ ４ を 第 １ エ
ッ ジ １ ２ と 整 列 さ せ 、 第 ２ ア ー ム ２ ５ を 第 ２ エ ッ ジ １ ４ と 整 列 さ せ て 、 ガ イ ド １ ０ 内 に 挿
入 さ れ る 。 ブ レ ー ド ア ー ム ２ ４ 、 ２ ５ は 、 切 削 エ ッ ジ ２ ２ が 椎 骨 部 材 ２ １ ０ 、 ２ ２ ０ に 接
す る よ う に 、 ガ イ ド を 通 っ て 伸 張 す る 大 き さ に な っ て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 椎 骨 部 材
２ １ ０ 、 ２ ２ ０ 内 の 終 板 が 輪 郭 付 け さ れ る 。 ブ レ ー ド ２ ０ は 、 両 椎 骨 部 材 ２ １ ０ 、 ２ ２ ０
が 同 時 に 輪 郭 付 け さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ と 図 ５ は 、 ガ イ ド １ ０ の 別 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 ガ イ ド １ ０ は 、 中 実 の ガ イ ド
本 体 で 或 る 距 離 だ け 離 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ を 含 ん で い る 。 第 １ 及 び 第 ２
エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ を 含 む ス ロ ッ ト は 、 用 途 次 第 で 幅 を 様 々 に す る こ と が で き る 。 こ の 実 施
形 態 は 開 口 部 を 含 ん で い な い 。 図 ５ は 、 一 対 の ス ペ ー サ ３ ２ が ガ イ ド １ ０ の 後 面 か ら 外 向
き に 伸 張 し て い る 後 面 図 で あ る 。 ス ペ ー サ ３ ２ は 、 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ の 直 接
的 に 間 に あ る 点 で 、 ガ イ ド １ ０ の 両 エ ッ ジ か ら 内 側 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。 図 ６
は 、 ガ イ ド １ ０ が 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ を 含 む １ つ の 開 口 部 １ ６ を 有 す る ガ イ ド
１ ０ を 備 え た 別 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ は 、 ブ レ ー ド ２
０ を 位 置 決 め し 支 持 す る た め の も の で あ る 。 １ つ の 開 口 部 １ ６ は 、 輪 郭 付 け 工 程 の 間 に 椎
骨 部 材 へ の 視 認 性 と ア ク セ ス を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ７ は 、 ガ イ ド １ ０ の 後 面 か ら 外 向 き に 伸 張 す る １ つ の ス ペ ー サ ３ ２ を 特 徴 と す る 別 の
実 施 形 態 を 示 し て い る 。 ス ペ ー サ ３ ２ は 、 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ の 間 に 配 置 さ れ
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て い る 。 ス ペ ー サ ３ ２ は 、 丸 み を 帯 び た 端 部 ３ ６ に 向 け て 狭 く な っ て い る 滑 ら か な テ ー パ
状 エ ッ ジ を 有 し て い る 。 丸 み を 帯 び た 端 部 ３ ６ は 、 椎 骨 部 材 の 間 へ の 挿 入 を 容 易 に す る 。
ス ペ ー サ ３ ２ は 、 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ と 平 行 に 整 列 し て い る 。 ス ペ ー サ ３ ２ は
、 椎 骨 部 材 同 士 を 或 る 距 離 だ け 離 し て 、 第 １ エ ッ ジ １ ２ を 第 １ 椎 体 と 整 列 さ せ 、 第 ２ エ ッ
ジ １ ４ を 第 ２ 椎 体 と 整 列 さ せ る 大 き さ の 幅 Ｗ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ ０ は 、 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ が 露 出 し て い る ガ イ ド １ ０ の 別 の 実 施 形 態 を
示 し て い る 。 エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ は 、 所 望 距 離 だ け 離 さ れ 、 ブ レ ー ド ２ ０ を 支 持 し 案 内 す る
よ う に な っ て い る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 ブ レ ー ド ２ ０ の 動 く 範 囲 を 制 御 す る た め に 、 エ ッ
ジ １ ２ 、 １ ４ の 一 方 又 は 両 方 に 停 止 エ ッ ジ １ １ が 設 け ら れ て い る 。 停 止 エ ッ ジ １ １ は 、 ブ
レ ー ド が 、 椎 骨 部 材 の 輪 郭 付 け の 対 象 外 の 区 分 に 不 用 意 に 接 す る の を 防 ぐ 。 別 の 実 施 形 態
で は 、 停 止 エ ッ ジ １ １ は 設 け ら れ て い な い 。 エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ の 位 置 決 め の た め に 、 ガ イ
ド １ ０ に ハ ン ド ル ５ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ス ペ ー サ ３ ２ は 、 ガ イ ド １ ０ の 一 方 の 側 か
ら 外 向 き に 伸 張 し て い る 。 ス ペ ー サ ３ ２ は 、 エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ を 実 質 的 に 整 列 さ せ る 第 １
及 び 第 ２ エ ッ ジ を 含 む 様 々 な 幅 と 、 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ そ れ ぞ れ が エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ 内 に
配 置 さ れ て い る と き の 幅 を 有 し て い る 。 別 の 実 施 形 態 （ 図 示 せ ず ） で は 、 ス ペ ー サ ３ ２ は
存 在 し な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ９ は 、 ガ イ ド １ ０ に 取 り 付 け ら れ た ハ ン ド ル ５ ０ を 示 し て い る 。 外 科 医 は 、 ハ ン ド ル
５ ０ を 使 っ て 、 ガ イ ド １ ０ を 椎 骨 部 材 に 対 し て 位 置 決 め し 保 持 す る こ と が で き る 。 ハ ン ド
ル ５ ０ は 、 外 科 医 が 触 覚 を 使 っ て ガ イ ド １ ０ を 位 置 決 め で き る よ う に し て い る 。 グ リ ッ プ
５ ２ は 、 更 に 、 外 科 医 の 器 具 の 感 覚 を 支 援 す る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 グ リ ッ プ ５ ２ は 、 外
科 医 が グ リ ッ プ ５ ２ を 握 っ た と き に ガ イ ド １ ０ を 目 で 見 る こ と が で き る よ う に 、 ガ イ ド １
０ の 中 心 か ら 外 れ て い る 。 細 長 い ア ー ム ５ ４ は 、 様 々 な 大 き さ と 構 成 を 有 し て い る 。 図 ９
に 示 す 或 る 実 施 形 態 で は 、 細 長 い ア ー ム ５ ４ の 遠 位 端 は 、 ガ イ ド １ ０ の 側 壁 に 取 り 付 け ら
れ て い る 。 或 る ハ ン ド ル 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド １ ０ は ス ペ ー サ ３ ０ を 含 ん で い る 。 別 の 実
施 形 態 で は 、 ガ イ ド １ ０ は ス ペ ー サ ３ ０ を 含 ん で い な い 。 ハ ン ド ル ５ ０ は 、 多 種 多 様 な ガ
イ ド １ ０ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 多 種 多 様 な 出 力 源 で ブ レ ー ド ２ ０ を 駆 動 す る こ と が で き る 。 実 施 形 態 に は 、 充 電 式 電 池
、 ガ ス タ ー ビ ン 機 構 、 及 び あ ら ゆ る 標 準 的 電 源 、 例 え ば 、 必 要 に よ り 電 圧 を 下 げ る 変 圧 器
を 備 え て い て も い な く と も よ い が 、 １ １ ０ ボ ル ト ６ ０ サ イ ク ル 電 源 の よ う な 電 源 等 が 含 ま
れ る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 ブ レ ー ド ２ ０ は 、 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ に 平 行 又 は 整
列 し た 向 き に 前 後 に 振 動 す る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 ブ レ ー ド ２ ０ は 、 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ
１ ２ 、 １ ４ と 実 質 的 に 垂 直 な 方 向 に 内 外 向 き に 振 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ８ に 示 す 或 る 実 施 形 態 で は 、 ブ レ ー ド ２ ０ は 、 マ ウ ン ト ２ ６ の エ ッ ジ を 成 す 折 り 目 を
有 す る 単 一 の 材 料 片 で 構 成 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 ア ー ム ２ ４ 、 ２ ５ 、 及 び ス パ
ン ２ ７ は 単 層 で あ り 、 マ ウ ン ト ２ ６ は 二 重 層 で あ る 。 図 １ に 示 す 別 の 実 施 形 態 で は 、 マ ウ
ン ト ２ ６ は 、 ス パ ン ２ ７ と ア ー ム ２ ４ 、 ２ ５ に 取 り 付 け ら れ る 別 個 の 部 片 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ １ は 、 ブ レ ー ド ２ ０ の 別 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ の ブ レ ー ド は 、 切 削 エ ッ ジ ２
２ を 有 す る 第 １ ア ー ム ２ ４ を 備 え て い る 。 第 ２ ア ー ム は 、 第 １ ア ー ム ２ ４ を 位 置 決 め す る
た め に 第 １ ま た は 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ と 接 触 す る 大 き さ に な っ た ガ イ ド ア ー ム ２ ９ を 備
え て い る 。 ガ イ ド ア ー ム ２ ９ は 、 切 削 エ ッ ジ ２ ２ を 有 し て い な い 。 ガ イ ド ア ー ム ２ ９ は 、
基 準 エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ の 一 方 に 接 触 す る 大 き さ で あ り 、 多 種 多 様 な 形 状 と 大 き さ と す る こ
と が で き る 。 ガ イ ド ア ー ム ２ ９ は 、 椎 骨 部 材 に 接 触 し て 輪 郭 付 け 工 程 を 邪 魔 す る 長 さ で な
け れ ば 、 様 々 な 長 さ と す る こ と が で き る 。 図 １ ０ の ガ イ ド で は 、 ス パ ン ２ ７ は 基 準 エ ッ ジ
１ ２ 、 １ ４ の 間 の 距 離 よ り も 広 く て も よ い 。 第 １ ア ー ム ２ ４ の 切 削 エ ッ ジ ２ ２ は 、 第 １ ア
ー ム ２ ４ が 一 方 の 基 準 エ ッ ジ １ ２ 又 は １ ４ か ら 離 れ て 接 触 し な く な る と 、 ガ イ ド ア ー ム ２
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９ が 基 準 エ ッ ジ １ ２ 又 は １ ４ の 他 方 に 接 触 す る こ と に よ り 、 整 列 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 或 る 実 施 形 態 で は 、 第 １ ア ー ム ２ ４ と 第 ２ ア ー ム ２ ５ 、 又 は 第 １ ア ー ム ２ ４ と ガ イ ド ア
ー ム ２ ９ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 基 準 エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ の 間 の 距 離 よ り も 長 い 距 離 だ け 離 れ て い
る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 輪 郭 付 け を 行 う ブ レ ー ド の 位 置 決 め は 、 反 対 側 の 基 準 エ ッ ジ で 実
現 さ れ る 。 一 例 と し て 、 図 １ ０ に 示 す ガ イ ド と 図 １ に 示 す ブ レ ー ド を 使 っ た 場 合 、 第 １ ア
ー ム ２ ４ と 第 ２ ア ー ム ２ ５ は 、 基 準 エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ の 間 の 距 離 よ り 長 い 距 離 だ け 離 れ て
い る 。 第 １ ア ー ム ２ ４ と 切 削 エ ッ ジ ２ ２ が 、 第 １ 基 準 エ ッ ジ １ ２ か ら 離 れ た 地 点 で 椎 骨 部
材 を 輪 郭 付 け し て い る 場 合 、 輪 郭 付 け の 位 置 は 、 第 ２ ア ー ム ２ ５ が 第 ２ 基 準 エ ッ ジ １ ４ に
接 触 す る こ と で 整 列 状 態 に な る 。 反 対 側 の 椎 骨 部 材 は 、 第 １ ア ー ム ２ ４ が 第 １ 基 準 エ ッ ジ
１ ２ に 接 触 す る こ と で 整 列 状 態 に な る 位 置 で 、 第 ２ ア ー ム ２ ４ に よ り 輪 郭 付 け さ れ る 。 図
１ １ に 示 す ブ レ ー ド の 実 施 形 態 で は 、 切 削 エ ッ ジ ２ ２ は 、 先 ず 、 ガ イ ド ア ー ム ２ ９ が 第 １
基 準 エ ッ ジ １ ２ に 接 触 す る こ と で 整 列 状 態 に な り 、 次 い で 、 ガ イ ド ア ー ム ２ ９ が 第 ２ 基 準
エ ッ ジ １ ４ に 接 触 す る こ と で 反 対 側 の 椎 骨 部 材 を 輪 郭 付 け す る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 図 １ ０
に 示 す 側 部 が 開 放 さ れ た ガ イ ド 、 又 は 図 １ に 示 す よ う な 適 切 な 幅 の ス ロ ッ ト を 有 す る 側 部
が 閉 じ た ガ イ ド を 使 っ て 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ガ イ ド １ ０ と ブ レ ー ド ２ ０ を 使 用 す る 或 る 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド １ ０ は 、 ２ つ の 椎 骨 部
材 に 対 し て 位 置 決 め さ れ る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド １ ０ は 、 ガ イ ド 本 体 内 の ア パ ー チ
ャ １ ８ を 通 し て 部 材 内 に 締 結 具 を 挿 入 す る こ と に よ り 、 椎 骨 部 材 に 取 り 付 け ら れ る 。 別 の
実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド １ ０ は 、 ハ ン ド ル ５ ０ に 取 り 付 け ら れ 、 外 科 医 が ガ イ ド １ ０ を 適 し
た 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ガ イ ド １ ０ が 正 し く 位 置 決 め さ れ る と 、 ブ レ ー ド ２ ０ が ガ イ ド １ ０ に 挿 入 さ れ る 。 或 る
実 施 形 態 で は 、 ブ レ ー ド ２ ０ は 、 ガ イ ド １ ０ を 通 っ て 伸 張 す る 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、
１ ４ に 対 し て そ れ ぞ れ 整 列 し て い る ２ つ の 相 対 す る ア ー ム ２ ４ 、 ２ ５ を 含 ん で い る 。 ア ー
ム ２ ４ 、 ２ ５ は 、 そ れ ぞ れ 切 削 エ ッ ジ ２ ２ を 有 し て お り 、 椎 骨 部 材 は 同 時 に 輪 郭 付 け さ れ
る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ エ ッ ジ １ ２ 、 １ ４ は 、 ア ー ム ２ ４ 、 ２ ５ を 位 置 決 め
し て 支 持 し 、 確 実 に 正 し い 位 置 と 量 の 輪 郭 付 け が 行 な わ れ る よ う に す る 。 エ ッ ジ １ ２ 、 １
４ は 、 ブ レ ー ド １ ０ が 動 い て 部 材 を 輪 郭 付 け す る こ と が で き る 大 き さ に な っ て い る 。 運 動
は 、 振 動 、 往 復 運 動 、 震 動 、 又 は 他 の 既 知 の 様 式 と す る こ と が で き る 。 別 の 実 施 形 態 で は
、 第 １ ア ー ム ２ ４ が 第 １ エ ッ ジ １ ２ に 接 触 し て 第 ２ ア ー ム ２ ５ の 切 削 エ ッ ジ ２ ２ を 位 置 決
め し 、 第 １ 椎 体 を 輪 郭 付 け す る 。 ブ レ ー ド ２ ０ は 、 次 い で 調 整 し 直 さ れ 、 第 １ ア ー ム を 第
２ エ ッ ジ に 接 触 さ せ て 、 第 ２ ア ー ム ２ ５ の 切 削 エ ッ ジ ２ ２ を 位 置 決 め し 、 第 ２ 椎 体 を 輪 郭
付 け す る 。 ガ イ ド １ ０ と ブ レ ー ド ２ ０ を 配 置 及 び 使 用 す る 多 種 多 様 な や り 方 を 開 示 し て い
る が 、 こ れ ら 実 施 形 態 は 本 発 明 を 使 用 す る 幾 つ か の 様 式 を 説 明 す る た め の 例 に 過 ぎ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 は 、 本 発 明 の 範 囲 及 び 基 本 的 な 特 性 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 こ こ の 記 載 し た 以 外
の 他 の 特 定 の や り 方 で 実 施 す る こ と も で き る 。 本 発 明 は 、 膝 の 外 科 処 置 、 肘 の 外 科 処 置 等
の 様 な 他 の 用 途 に も 使 用 す る こ と が で き る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 椎 骨 部 材 を 輪 郭 付 け す る
工 程 は 、 そ れ ぞ れ ア ー ム ２ ４ 、 ２ ５ が 徐 々 に 長 く な る 複 数 の 異 な る ブ レ ー ド ２ ０ を 使 用 す
る 段 階 を 含 ん で い る 。 椎 骨 部 材 は 、 ガ イ ド と ブ レ ー ド の 使 用 に 先 立 ち 、 他 の 手 段 で 、 予 め
伸 延 さ れ て い て も よ い 。 ブ レ ー ド は 、 正 し い 量 が 得 ら れ る ま で 、 輪 郭 付 け の 深 さ を 増 す た
め に ガ イ ド に 挿 入 さ れ る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド １ ０ の 後 面 に は ス ペ ー サ ３ ０ は 全 く
配 置 さ れ て い な い 。 こ こ に 述 べ た 実 施 形 態 は 、 従 っ て 、 全 て の 点 に お い て 本 発 明 を 限 定 す
る も の で は な く 説 明 を 目 的 と し て お り 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 述 べ る 意 味 及 び そ の 均 等 の 範 囲
内 に 入 る 全 て の 変 更 は 、 本 発 明 に 含 ま れ る も の と 理 解 さ れ た い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 或 る 実 施 形 態 に 従 っ て 構 築 さ れ た ガ イ ド と ブ レ ー ド の 前 部 の 斜 視 図 で あ
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る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す ガ イ ド の 後 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 或 る 実 施 形 態 に よ る 、 ２ つ の 椎 骨 部 材 に 対 す る ガ イ ド と ブ レ ー ド を 示 す
側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ て 構 築 さ れ た ガ イ ド の 前 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す ガ イ ド の 後 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ て 構 築 さ れ た ガ イ ド の 前 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ て 構 築 さ れ た ガ イ ド の 実 施 形 態 の 後 部 の 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 或 る 実 施 形 態 に 従 っ て 構 築 さ れ た ブ レ ー ド の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 或 る 実 施 形 態 に よ る 、 ガ イ ド に 取 り 付 け ら れ た ハ ン ド ル の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 従 っ て 構 築 さ れ た ガ イ ド の 別 の 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に 従 っ て 構 築 さ れ た ブ レ ー ド の 別 の 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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